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滅菌済 単回使用

PB-101010

10×10×10 mm

線維性異形成症に対する顎骨再建

左下顎骨に発生した線維性異形成症に対し下顎骨区域切除とチタンプレートによる再建を

行った。術後7ヶ月で同部位にチタンメッシュを併用し両側後腸骨稜より採取した腸骨

海綿骨細片（PCBM）の移植術を施行した。その際、下顎骨の欠損が大きかった為、PCBMに

リフィット10×10×10mm のブロック5 個（5mL)を混合した。術後感染等の問題となる所見は無く、

骨移植後8ヶ月経過時にデンタルインプラントの埋入を行った。埋入時に下顎骨は移植骨により

骨性の連続性を獲得しており、初期固定も十分に得ることができた。本症例のような広範な

顎骨欠損では、PCBMの採取を両側の後腸骨稜に加え、両側の脛骨顆頭からも採取した報告もある。

リフィット等の人工骨を用いることで患者の負担軽減に繋がる可能性が示唆された。

【ポイント】

リフィットを使用する際、自己血に浸漬させるとスポンジ状になり操作性が良くなる。

これにより、メッシュトレー内のいびつな部位でも緊密に充填することにより死腔を消失させる。
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